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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめ、リサイクル率の向上に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．化学物質の適正管理に努めます。

６ ．製品不良率の削減に努めます。

７ ．経営における課題やチャンスを考慮して、取り組みます。

８ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

有限会社正和工業所はお客様の必要とする製品を、図面に基づいて製作する会社です。
弊社の関係者（お客様、従業員とその家族、お取引先そして地域）の皆様に、「正和工業所と付き合っていてよ
かった。」と言っていただける企業を目指します。
それが我々のより一層の豊かで、文化的な生活の向上につながっていきます。

環境経営方針

制定日： 2020年12月6日

　経営における課題とチャンスを明確にして、本業である金属加工の生産を通じて、地球温暖
化問題への取り組みや地域の環境活動に自主的・積極的に取り組みます。
　安全で安心していただける商品を効率よく、無駄なく、タイムリーにお客様に提供すること
が当社の一番の環境対策と考えて、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまいり
ます。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

有限会社正和工業所
代表取締役社長　

（２） 所在地
本社・工場 大阪市平野区加美鞍作２丁目１６－２０

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 代表取締役社長 金澤　寅博 TEL：０６－６７９３―１０４５
担当者 営業部 金澤　寅博 TEL：０６－６７９３―１０４５

（４） 事業内容
金属機械加工（加工部品の製造）

（５） 事業の規模
売上高 万円

従業員　　　　　 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡

（６） 事業年度 12 月 1 日 ～ 11 月 30 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： 有限会社正和工業所
対象事業所： 本社・工場

対象外： なし
活動： 金属機械加工（加工部品の製造）

□事業や製品（商品）の紹介

鉄板など鉄鋼材料製缶品、鋳物材料の調達から、横型、門型マシニングセンター加工、ターニ
ング、正面旋盤による丸物加工、平面研磨機による研磨加工、塗装まで、一貫した生産が可能
となっています。

2006年10月に日本品質保証機構（JQA）により、ISO9001：

2008を取得いたしました。これにより、従来の品質保証体制を
第三者認証することで保証し、さらに維持・改善・向上できる
システムとなりました。

2018年8月に日本品質保証機構（JQA）により、ISO9001：

2015を更新取得いたしました。

15,000
本社・工場
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□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

代表者

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

１．私たちは、機械加工のプロフェッショナルであり、ある意味職人集団である。
２．私たちが作った製品が有限会社正和工業所そのものです。

自分のプライドにかけて不具合品を世の中に送り出さないように、最大限の努力をすること。
３．世の中のすべての物事には、価格（コスト）と納期（デリバリー）があります。

これを必ず意識すること。
ISO9001：2015

品質方針

環境委員会

役割・責任・権限

環境事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

環境管理責任者

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）
・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境経営に関する統括責任

社長

環境管理責任者

社長

環境事務局

環境委員会

2020年11月15日

部門長 ・自部門における環境経営方針の周知

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

全従業員 ・環境経営方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成
・試行・訓練を実施、記録の作成
・自部門の問題点の発見、是正、予防処置の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認
・代表者による全体の評価と見直し、指示
・環境経営レポートの承認
・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認
・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局
・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

・環境経営計画の審議
・環境活動実績の確認・評価

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成
・環境活動の実績集計

・環境管理責任者を任命

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口
・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

営業部

社長
製造部

専務
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□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

㎏
㎏

㎥
※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の2018年度調整後の係数　

□環境経営目標及びその実績

一般廃棄物の削減

kg

環境に配慮した生産活
動 行動目標（次項による）

40期39期38期

上記二酸化炭素排出量合計

1,060 1,555

〇

〇

〇

100%以下 100%以下

1,539

46,180

149

97% 90% 96% 95%

48,611 47,152 40,416 46,666

95%

新規顧客の開拓

行動目標（次項による）

95%

水道水の削減 ㎥

基準年度比 36期 97% 65% 96%

36期 97% 83% 96%

133 129 110 128

149 149 148 149

基準年度比 36期 100% 99%

kg-CO2

自動車燃料による二酸
化炭素削減

kg-CO2 6,934 6,726 6,258 6,656

基準年度比 36期

6,587

〇

75

基準年度比 36期 97% 66% 96% 95%

77 52 76kg-CO2 79

〇

39,518

基準年度比 36期 97% 82% 96% 95%
〇

1,060

（基準年) （目標） （実績） （目標）

評
価

基準値

（目標）

kg 1,620 1,571

都市ガスによる二酸化
炭素削減

0.334

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

総排水量 123 116 110

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 41,598 40,350 34,106 39,934

項　目 36期 37期

廃棄物排出量
　一般廃棄物排出量 147 147 148

1,800　産業廃棄物排出量 1,620

43,778 41,912
38期

二酸化炭素総排出量 44,125

産業廃棄物（廃油）の
削減

126

基準年度比
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□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

36期
38

都市ガスによる二酸化炭素削減

36期
38 1 0 0 1 3

0 0
5 5 6

0
4

8,508 10,892
10,085 6,458 7,808

0 0 0
0

10,590 9,627 10,72410,314 11,421 10,590
8,273

6月
0 1 3

7月 8月 9月 10月 11月

7,095 9,011

取組結果とその評価、次年度の取組内容

目標達成。絶対量が削減できたのでは、操業率が低下したため。
今後は最新鋭の機械を増設することにより、原単位でも電気使用
量が増えててくる。また、夏場の気温上昇により、空調設備の使用
量が増えている。今後は、社員の環境意識を高め、より一層、省エ
ネに取り組んでまいります。

取組結果とその評価、次年度の取組内容

5月

・空気圧縮機のエア洩れ点検 ○
・ウォームビズ、クールビズの徹底 ○

目標達成。無駄な給湯を削減していきます。

8,741 11,042 7,908 7,784 8,466

3月2月1月12月

〇
・手洗いの温度管理

達成状況

〇

9,003
7月6月5月4月 11月10月9月8月

・無駄な沸騰をさける。

7 7 5

・不要照明の消灯 ○
・工程管理の徹底 ○

数値目標 〇

9,444

8 7
12月 1月 2月 3月 4月

11,920 10,192 10,795

数値目標 〇
・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○

達成状況

0

5,000

10,000

15,000

12

月

1

月

2

月

3

月

4

月

5

月

6

月

7

月

8

月

9

月

10

月

11

月

電力（kWh） 36期 38
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月
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都市ガス（㎥） 36期 38
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自動車燃料による二酸化炭素削減

36期
38

36期
38期

一般廃棄物の削減

36期
38期

227
143 170

15 12 14

0 48

9月

0 46 52 0

5月 6月 7月 8月

10月

9月
12

○
・帳票見直しによる印刷物の削減 ○

11月5月 6月 10月

目標達成。コピー用紙の削減による取組により、一般廃棄物の削
減ができた。今後とも、可能な限りペーパーレス化に取組みます。
機械のセット時や、計測器の点検時、次工程確認時に紙を使用し
ますが、社内で使用した廃棄する紙を再利用して使っている。

12

7月 8月

11月

125
137

取組結果とその評価、次年度の取組内容

196 202
175 208

112 163 155 248

59
550 48 48 46 58 86

5月 6月 7月 8月

14 12 12
12

12 12
13 11

14

161 284 161 232 215 141 264

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

9月 10月 11月

○
○

2月 3月 4月

・遠距離の営業活動はEV利用

114 263 243

○
目標達成。エコドライブ10のススメを実践しての効果が出てきまし
た。今後とも、エコドライブに努めてまいります。・エコドライブ10ススメの設置

数値目標 〇

12月

・効率的なルートで配送

1月 2月 3月 4月

48 0 55 0 51
50 0 62 52 54

309

・梱包材の再利用 ○

・分別の徹底 ○
・シュレッダー廃紙のリサイクル化

15 10 10 12 12
15 12 9 11 12

3月 4月2月

12月

12月 1月

達成状況
数値目標 〇

1月

0

100

200

300

400

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

ガソリン（L) 36期 38

0

50

100

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

軽油（L) 36期 38期

0

5

10

15

20

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

一般廃棄物（kg） 36期 38期
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産業廃棄物（廃油）の削減

36期
38年

水道水の削減

36期
38期

環境に配慮した生産活動

新規顧客の開拓

9

260 0
450

10 9
2月12月 1月 3月

11

180
12月

〇
・節水シールの貼り付けとポスター掲示 ○
・雨水利用の促進 ○

0 180 0 180 0
0 0

目標達成。節水に気を付けるようなった。

9
4月
10

5月 6月 7月 8月 11月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

11 14
9月 10月

12 12 13
8

12
10 7 8 10 9

10
8 913 13 6

00 400
0 630

10月 11月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

0
7月 8月 9月

0
5月 6月

0

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・顧客への経営レポート公開

数値目標 〇 廃作動油及び切削油（含水）の廃液については差作動油の更新時
期の考慮等で削減できた。・作業ミスによる廃棄量の削減 ○

・スクラップ・ダンボール・ラップの保管管
・リサイクル業者の開拓 ○

・顧客クレーム削減 ○
・無駄な在庫の削減 〇

達成状況

達成状況

達成状況

数値目標

1月 2月 3月 4月

0 0 200 0 200

ISO9001品質マネジメントシステムの取り組み事項を徹底している。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

〇 新規取引先開拓中
・顧客の要望に応える 〇
・清掃活動の応援 〇

・不良率低減 ○

0

5

10

15

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

水道水（㎥） 36期 38期

0

200

400

600

800

12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月

産業廃棄物（kg） 36期 38年
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□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

空気圧縮機 2

□外部からの環境上の苦情・要請等

□緊急事態対応の試行・訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：工場
■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子
コロナ禍で数年実施できなかったが、今回久々の実施で、避難経路の確認や消火器の所在を全員で確認した。

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
産業廃棄物（廃油等）

適用される法規制

苦情等なし

対応できた。

フロン排出抑制法

2022年12月28日

騒音規制法
振動規制法 空気圧縮機

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

業務用空調機、エアドライヤー、オイルクーラー

2022年12月28日 工場

危険物の保管

社員全員

ｴｺｱｸｼｮﾝ21への取組を初めて２年が経過しました。省ｴﾈﾙｷﾞｰ、省資源化への社員の意識も取り組み以前に比べると、全体の意識
の高まり、効果は顕著ではありました。また、機械設備の増加もありますが昨年度老朽化で更新した横中グリ盤の稼働の省エネ効
果が有効で、電力使用量の目標を大幅に達成できました。会社全体でエコの意識を共有し、現場でのムダ・ムラを減らすことで、省
ｴﾈﾙｷﾞｰ、省資源化の実現に取り組んでいきたいと考えております。

代表取締役 金澤　寅博

消防法

廃棄物処理法

10


